











RESEARCH OF THE SYMBOLISM TO BE COMMON TO PILLAR AND TREE 
 
小林弘幸 
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I raise it under the theme of the symbolism of the pillar and study it. I choose a tree as the clue of the 
study and analyze the symbolism from similar expression. Finally I search a new way of thinking of the 
symbolism. I think this study to become the important process in suggesting construction in future. 

























































































を 7 つの構成要素に分け、その特徴を分析する。 
 
 



































図 3 藤本壮介初期案   図 4 乾久美子初期案 
（出典: 伊東豊雄 他『ここに、建築は、可能か』 
























図 5 「みんなの家」平面図 柱のグリッド構成と散在 
（出典: 伊東豊雄 他『ここに、建築は、可能か』 





























































































































図 7 山内丸山遺跡の写真(左上) 
図 8 諏訪大社の御柱と建て御柱(右上) 
(出典:上田正昭『図説 御柱祭』太洋社、1998) 
図 9 旧高野家住宅 大黒柱(左上から 2 段目) 
(出典:『新建築 2005.11（臨増）「日本の建築空間；現
代 1945-2005」』新建築社 
図 10 前川國男自邸 立面の柱(右上から 2 段目) 
(出典: 生誕 100 年前川國男建築展実行委員会『建築家・
前川國男の仕事』美術出版社、2006) 
図 11 斎藤助教授の家 ずれた柱(左上から 3 段目) 
(出典:『日本現代建築家シリーズ⑤ 清家清』新建築社 
1982) 
図 12 回帰草庵 対の大黒柱(右上から 3 段目) 
(出典:石井修『緑の棲み家』学芸出版社、2000) 
図 13 熊本県立農業大学校学生寮 食堂の独立柱(左下) 
(出典:『新建築 2000.8』新建築社) 


































図 15 意味の三角形 











































・記念的表現 ― 自己顕示型 
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